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日
本
人
に
と
っ
て
比
較
的
な
じ
み
の
薄

い
南
米
の
国
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が
、
近
年
日
本

の
メ
デ
ィ
ア
で
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
、
国
際
舞
台

で
の
強
硬
な
反
米
・
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

発
言
、
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト
ロ
議
長
と
の

親
交
等
で
世
界
の
注
目
を
浴
び
る
ウ
ー

ゴ
・
チ
ャ
ベ
ス
第
五
三
代
大
統
領
の
存
在

が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

チ
ャ
ベ
ス
は
、
一
九
八
○
年
代
に
推
進

さ
れ
た
新
自
由
主
義
経
済
改
革
、
民
主
行

動
党
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
と
の
二
大
政

党
制
、
富
裕
層
と
中
間
層
に
独
占
さ
れ
て

き
た
石
油
収
入
の
恩
恵
等
に
不
満
を
持
つ

貧
困
層
の
支
持
を
受
け
、
一
九
九
九
年
に

大
統
領
に
就
任
し
た
。
以
降
今
日
ま
で
の

約
一
〇
年
間
、
ボ
リ
バ
ル
新
憲
法
の
制
定
、

大
統
領
権
限
の
強
化
、
一
院
制
へ
の
移
行
、

キ
ュ
ー
バ
人
医
師
の
大
量
受
入
、
農
地
改

革
、
為
替
管
理
、
統
制
価
格
の
導
入
、
石

油
公
団
（
Ｐ
Ｄ
Ｖ
Ｓ
Ａ
）
へ
の
統
制
強
化

な
ど
、
一
連
の
政
策
を
次
々
と
実
施
し
て

き
た
。
チ
ャ
ベ
ス
は
こ
の
政
策
路
線
を
南

米
諸
国
独
立
の
英
雄
シ
モ
ン
・
ボ
リ
バ
ル

の
名
を
と
っ
て
ボ
リ
バ
ル
革
命
と
呼
ぶ
。

こ
の
強
烈
な
カ
リ
ス
マ
と
行
動
力
を
持
つ

政
治
家
チ
ャ
ベ
ス
の
影
響
も
あ
り
、
世
界

中
で
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
関
係
の
書
籍
が
刊
行
さ

れ
て
き
た
。本
稿
で
は
、チ
ャ
ベ
ス
と
同
政

権
下
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
社
会
を
知
る
手
が
か

り
と
な
る
和
文
図
書
を
紹
介
し
た
い
。

　

最
初
に
チ
ャ
ベ
ス
を
敬
愛
す
る
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
の
左
派
知
識
人
に
よ
る
チ
ャ
ベ

ス
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
纏
め
た
二
冊
を

紹
介
す
る
。
ウ
ー
ゴ
・
チ
ャ
ベ
ス
＋
ア
レ

イ
ダ
・
ゲ
バ
ラ
著
、
伊
高
浩
昭
訳
『
チ
ャ

ベ
ス―

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
世
界
を
変

え
る
！
』（
作
品
社　

二
○
○
六
年
）
は

チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
の
娘
で
、
小
児
科
医
と
し

て
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
ア
フ
リ
カ
で
医
療

活
動
を
行
う
ア
レ
イ
ダ
・
ゲ
バ
ラ
に
よ
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
中
で
チ
ャ
ベ
ス
は
自
ら
の
生
い
立
ち
、

指
導
者
と
な
る
ま
で
の
思
想
形
成
過
程
、

二
○
○
二
年
四
月
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
の

顛
末
、
社
会
変
革
や
国
際
情
勢
等
に
つ
い

て
率
直
な
語
り
口
で
答
え
て
い
る
。
マ
ル

タ
・
ハ
ー
ネ
ッ
カ
ー
著
、
河
合
恒
生
・
河

合
麻
合
子
訳
『
チ
ャ
ベ
ス
革
命
を
語
る
』

（
澤
田
出
版　

二
○
○
七
年
）
は
チ
リ
人

と
し
て
ア
ジ
ェ
ン
デ
時
代
の
チ
リ
革
命
を

経
験
し
、
そ
の
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

研
究
者
と
し
て
キ
ュ
ー
バ
を
拠
点
に
活
動

す
る
マ
ル
タ
・
ハ
ー
ネ
ッ
カ
ー
に
よ
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。
同
氏
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、
好
意
的
な
質
問
に
止
ま
ら
ず
、

チ
ャ
ベ
ス
政
権
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
軍

隊
、
チ
ャ
ベ
ス
政
権
か
ら
離
反
す
る
左
翼

政
党
や
左
派
知
識
人
、
推
進
す
る
経
済
モ

デ
ル
の
問
題
点
に
つ
い
て
な
ど
多
分
に
批

判
的
な
質
問
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
チ
ャ
ベ
ス
の
演
説
・
記
者
会
見

を
収
録
し
た
も
の
に
伊
高
浩
昭
翻
訳
・
解

説
『
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
革
命―

ウ
ー
ゴ
・
チ
ャ

ベ
ス
大
統
領
の
闘
い　

ウ
ー
ゴ
・
チ
ャ
ベ

ス
演
説
集
』（V

IE
N
T　

二
○
○
四
年
）

が
あ
る
。
饒
舌
で
衒
学
的
な
演
説
の
中
に
、

チ
ャ
ベ
ス
の
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
満
載

さ
れ
、
貴
重
な
一
次
資
料
と
い
え
よ
う
。

　

日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
研
究
者
に

よ
る
単
行
書
に
は
、
本
間
圭
一
『
反
米
大

統
領
チ
ャ
ベ
ス―

評
伝
と
政
治
思
想
』

（
高
文
研　

二
○
○
六
年
）、
新
藤
通
弘
著

『
革
命
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
紀
行
』（
新
日
本
出

版
社　

二
○
○
六
年
）、
河
合
恒
生
・
所

康
弘
『
チ
ャ
ベ
ス
革
命
入
門―

参
加
民

主
制
の
推
進
と
新
自
由
主
義
へ
の
挑
戦

（
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
た
た
か
い
１
）』（
澤
田

出
版　

二
○
○
六
年
）が
あ
る
。
三
冊
と
も
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
概
要
、
チ
ャ
ベ
ス
の
生
い

立
ち
・
政
治
思
想
、
ボ
リ
バ
ル
革
命
が
目

指
す
方
向
性
等
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
単
行
書
の
一
章
で
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
を
扱
っ
て
い
る
も
の
に
、
小
池
康
弘

編
『
現
代
中
米
・
カ
リ
ブ
を
読
む
（
異
文

化
理
解
講
座
８
）』（
山
川
出
版
社　

二
○

○
八
年
）
が
あ
る
。
同
書
は
中
米
・
カ
リ

ブ
諸
国
理
解
の
た
め
の
入
門
書
で
あ
る
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
南
米
の
国
だ
が
、
カ
リ
ブ

海
に
面
し
て
お
り
、
第
二
章
で
坂
口
安
紀

が
「
苦
悩
す
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ―

チ
ャ
ベ

ス
政
権
の
『
ボ
リ
バ
ル
革
命
』
の
行
方
」

を
執
筆
し
て
い
る
。
チ
ャ
ベ
ス
政
権
誕
生

の
背
景
、
ボ
リ
バ
ル
革
命
の
政
治
・
経
済

的
側
面
、
チ
ャ
ベ
ス
の
思
想
的
背
景
、
同

政
権
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。
坂
口
は
、
制
度
的
に
は
参
政
権
を
持

ち
な
が
ら
、
事
実
上
政
治
か
ら
排
除
さ
れ

て
き
た
大
衆
層
の
政
治
参
加
を
進
め
た
と

い
う
点
で
同
政
権
に
一
定
の
評
価
を
示
し

つ
つ
も
、
高
止
ま
り
す
る
国
際
石
油
価
格

に
支
え
ら
れ
た
政
治
・
経
済
政
策
が
持
つ

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
性
格
、
石
油
の
収
益
が

激
減
し
た
際
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た

マ
ク
ロ
経
済
の
歪
み
と
各
生
産
活
動
の
非

効
率
性
が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
社
会
に
大
き
な

経
済
的
シ
ョ
ッ
ク
を
も
た
ら
す
危
険
性
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　

最
後
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
扱
っ
た
異
色
の

書
と
し
て
、
石
橋
純
著
『
太
鼓
歌
に
耳
を

か
せ―

カ
リ
ブ
の
港
町
の
「
黒
人
」
文

化
運
動
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
民
主
政
治
』（
松

籟
社　

二
○
○
六
年
）
を
紹
介
し
た
い
。

本
書
は
著
者
の
博
士
論
文
を
も
と
に
書
き

下
ろ
し
た
も
の
で
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
北
部
の

カ
リ
ブ
海
に
面
し
た
港
町
プ
エ
ル
ト
・
カ

ベ
ー
ジ
ョ
の
一
地
区
サ
ン
・
ミ
ジ
ャ
ン
を

舞
台
と
し
、
同
地
域
に
住
む
黒
人
系
ア
ー

チ
ス
ト
が
、
地
域
の
伝
統
音
楽
で
あ
る
太

鼓
歌
（
タ
ン
ボ
ー
ル
）
の
宴
を
守
る
た
め

に
組
織
し
た
地
域
文
化
復
興
活
動
に
焦
点

を
あ
て
て
い
る
。
本
書
の
第
八
章
「『
石

油
国
家
』
の
近
代
化
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
型
民

主
主
義
」
で
は
二
〇
世
紀
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の

政
治
体
制
と
そ
の
発
展
の
歴
史
が
分
析
さ

れ
、
同
国
の
民
主
主
義
の
危
機
の
中
で
登

場
し
た
新
し
い
政
治
主
体
と
し
て
チ
ャ
ベ

ス
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ミ
ク
ロ
な

サ
ン
・
ミ
ジ
ャ
ン
の
黒
人
文
化
復
興
運
動

を
マ
ク
ロ
な
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
政
治
経
済
の

変
化
と
関
連
さ
せ
て
論
じ
て
お
り
、
興
味

深
い
。（

む
ら
い　

と
も
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）
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子


